
当分野では, 歯の実質欠損や少数歯欠損などに起因

する顎口腔系の形態・機能及び審美障害などに対して,

形態, 機能及び外観の回復・改善を図るため, 主に歯

質および歯科用材料に対する有効な接着システムの開

発を通じての治療法の実践的研究を行っている｡����������
歯質との接着に関する研究では, 仮着セメントなど

の接着阻害因子や新規歯質プライマーが接着材と歯質

との接着性に及ぼす影響を調べて, 接着性レジンの臨

床的メリットすなわち維持力の増強, 二次う蝕の抑制

や歯根破折防止効果などを確実に得ることのできる歯

面清掃法や表面処理法の改良, 開発を行っている｡

歯科用金属に関しては, 従来, 接着が困難とされて

きた陶材焼付用貴金属合金やチタン合金に有効な金属

接着プライマーや表面処理法の開発や, 最近, 価格が

急騰している貴金属合金の代替合金として注目されて

いるコバルトクロム合金と歯科用陶材との焼付け強度

を向上させる新規プライマーについての研究を行って

いる｡

歯科用高分子材料については, 接着が困難な硬質レ

ジン (ハイブリッドセラミックス) や軟性裏装材等に

有効な接着システムの開発や義歯床用レジンと補修用

レジンとの接着性を向上させる接着システムに関する

研究を行っている｡

歯科用セラミックス材料に関しては, 陶材, ジルコ

ニア, アルミナと良好な接着性を有する接着レジンや

有効なプライマー処理法やサンドブラスト処理法につ

いて検討を行っている｡

接着性セメントに関しては, デュアルキュア型のコ

ンポジットレジン系セメントについて, 光照射が届き

にくい修復部位におけるセメントの重合度などの物性

ならびに接着性を調べている｡ また, 接着前の表面処

理を必要としないコンポジットレジン系セメントの接

着強さや操作性についての評価も行っている｡����������
臨床的な研究では, 基礎的研究で良好な結果が得ら

れた接着システムを, 接着ブリッジやダイレクトボン

ディングブリッジ, ハイブリッドセラミックスクラウ

ン, ジルコニアクラウン・ブリッジ, ファイバーポス

ト併用型レジン築造等の歯冠補綴治療に応用して, 接

着システムの有効性について評価を行っている｡

最近では, 歯を削らないブリッジ外来と審美歯科外

来において, メタルリテーナーの代わりにジルコニア

リテーナーを用いる接着ブリッジや硬質レジン歯ポン

ティックの代わりにジルコニアポンティックを用いる

ダイレクトボンディングブリッジの臨床応用と臨床評

価を進めており, これらは, 歯質や歯髄の保存・保護

を重視するミニマムインタベーションの流れに合うば

かりでなく審美性回復の面でも優れた欠損補綴治療に

なるものと期待している｡ また, 接着を応用した義歯

の補強方法や修理後の義歯の耐用期間を延長させるた

めの接着補修方法は, 県内離島の巡回歯科診療でも活

用してその臨床評価を行っており, 今後, 在宅歯科診

療に大いに役立つものと思われる｡

臨床研究としては, 長崎大学と共同で接着ブリッジ

の長期予後観察, ファイバーポスト併用型レジン支台

築造と鋳造支台築造の予後に関する比較試験, 各種軟

性裏装材の物性が義歯装着者の口腔感覚に関する比較

試験を行っており, これらの研究から得られたデータ

は, それぞれの診療ガイドラインの確立にとって有益

なものになると考えている｡
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ンナノファイバーの審美材料への応用
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